
11月

各種相談

てんとう虫大好き♥
まーるい所が好きなんだよね！！

岩　本　遥　叶さん（もも組）
いわ もと とはる なが ゆうの し

お家でお姉ちゃん達とドラえ
もんの絵描き歌をやったよ！！
おもしろかったよ！！

長　野　優　志さん（もも組）

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園357

２月
男　1,056人（－４人）
女　1,073人（－４人）
計　2,129人（－８人）
世帯数886世帯（±０世帯）
（令和５年12月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

今月の話題 新郷村消防団出初式　Ｐ２

・交通安全祈願祭 …………………………………………… Ｐ３
・新郷村議会だより ………………………………………… Ｐ６－９
・家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を飼育している皆さまへ … Ｐ12
・「令和５年分所得税」・「令和６年度住民税」申告相談日程 … Ｐ13

月 火 水 木 金 土日

新郷診療所
診療時間変更のお知らせ
～２月29日（木）の診療は16時までです。

１

新郷村消防団出初式
撮影場所：役場前

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時

（山村開発センター）
人権相談所
２月２日　午前９時～正午

（山村開発センター）
障がい者出張相談
２月14日　※予約制
ＴＥＬ 61－7555

（総合福祉センター）
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2024年
きさらぎ
February

食品トレイや紙パックなどはスーパー等のリサイクル回収BOXもご活用ください。
ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。

温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

如月

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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全国から年賀状が届きました！

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
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資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）
人権相談所開設
３・４歳児健診

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～９日）
児童手当支払日

燃えるごみ収集日

特定健診（～２日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１６日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～２０日）

特定健診

燃えないごみ収集日

障がい者出張相談
（要予約）

燃えるごみ収集日

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

燃えるごみ収集日

特定健診

燃えるごみ収集日

特定健診

燃えるごみ収集日

特定健診（～２７日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

特定健診（～６日）

行政相談

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

19 20 21 2422 23 天皇誕生日

11 建国記念の日 振替休日

　新郷村の観光キャラクター「新くん」と
「郷ちゃん」宛の年賀状が届きました。

年賀状には、新くんと郷ちゃんのイラストとともに応援のメッセージ
が書かれていました。
　たくさんの年賀状ありがとうございました！



◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　設
置
に
つ
い
て

　
火
災
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
済
み
の
場
合
は
、
定

期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
て
い
る
場
合
に
は
、
電
池
切
れ
な

ど
に
よ
り
正
常
に
作
動
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
10
年
を
目
安
に

新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
防
団
員
・

　機
能
別
団
員
を

　募
集
し
て
い
ま
す
！

　
新
郷
村
で
は
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
元
消
防
署
員
・
消
防
団

員
と
し
て
培
っ
た
豊
富
な

経
験
を
活
か
し
て
、
災
害

時
等
限
定
し
た
消
防
活
動

を
す
る
機
能
別
団
員
も
併

せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
に
対
し
て
は
、
災

害
時
等
の
出
動
に
対
す
る

報
酬
、
一
定
年
数
以
上
勤

続
し
た
団
員
に
対
す
る
退

職
報
償
金
、
各
種
祝
金（
結

婚
・
出
産
）、
及
び
活
動
時

の
怪
我
な
ど
に
対
す
る
公

務
災
害
補
償
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
入
団
希
望
や
お
問
い
合
わ

せ
は
、
新
郷
村
役
場
総
務

課
又
は
近
く
の
分
団
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
15
日
、
戸
来
三
嶽
神
社

に
お
い
て
交
通
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
村
内
の
事
業
所
や
消

防
団
関
係
者
ら
約
40
名
が
出
席

し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
誓
い
ま

し
た
。

　
櫻
井
村
長
は「
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
く
よ
う

冬
道
の
運
転
は
気
を
ひ
き
し

め
て
」と
あ
い
さ
つ
。

　
佐
藤
交
通
課
長
が
冬
道
の
注

意
点
や
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の

大
切
さ
を
講
話
し
た
あ
と
、
関

係
者
は
拝
殿
へ
移
動
し
、
交
通

事
故
の
無
い
安
全
・
安
心
な
村

と
な
る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

 

雪
道
で
の
運
転
の
注
意
点

１
車
の
除
雪
を
し
て
か
ら
、
運

　
転
す
る

２
先
行
者
と
の
車
間
距
離
を
多

　
め
に
保
つ

３
カ
ー
ブ
前
は
早
め
の
減
速

４
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
な
車
線
変

　
更
は
厳
禁

 

令
和
５
年
県
内
の
交
通
事
故
概
況

　
１
月
７
日
、
新
郷
村
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員

ら
１
５
７
名
が
参
加
し
、
防
火
・

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　
午
前
９
時
、
の
ろ
し
を
合
図

に
櫻
井
村
長
が
金
ヶ
沢
通
り
に

整
列
し
た
団
員
の
姿
勢
や
服

装
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
９

台
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
７
台
の

機
械
器
具
点
検
の
様
子
を
観
閲

し
ま
し
た
。

　
役
場
前
で
行
わ
れ
た
分
列
行

進
で
は
、
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に

合
わ
せ
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊

が
美
郷
館
前
か
ら
一
糸
乱
れ
ぬ

行
進
を
見
せ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
佐
々
木
義
光
五

戸
消
防
署
長
が「
凛
と
し
た
消

防
精
神
が
見
受
け
ら
れ
、
義
勇

奉
仕
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
見
事

な
も
の
だ
っ
た
」と
講
評
し
、

佐
藤
喜
美
雄
消
防
団
長
が
「
昨

年
は
非
住
家
火
災
２
件
、
枯

草
火
災
１
件
の
計
３
件
の
火
災

が
あ
っ
た
。
今
年
は
火
災
の
無

い
村
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層

防
火
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
」

と
誓
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
無
火
災
・
無
災
害

を
願
っ
て
元
消
防
団
長
畠
山
賢

悦
さ
ん
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
式

典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
故
細
川
潤
八
郎
氏
が
旭
日
双

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
、
妻
の
真
理
子
さ

ん
が
村
長
室
を
訪
れ
、
位
記
、

勲
記
及
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
細
川
氏
は
、
新
郷
村
長
と
し

て
村
の
産
業
経
済
の
発
展
、
教

育
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
へ
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
細
川
さ
ん
の
ご
功
績
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
青
森
銀
行
五
戸
支
店
の
取
引

先
で
構
成
さ
れ
る「
青
銀
マ
ス

タ
ー
ズ（
小
坂
章
会
長
）」か
ら

令
和
５
年
に
開
催
し
た
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
よ
り
参
加
し
た
会
員

等
有
志
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
募
金
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
12
月
26
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

寄
附
金
贈
呈
式
が
村
長
室
で
行

わ
れ
、
同
会
監
事
の
千
葉
茂
さ

ん
が
櫻
井
村
長
へ
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
ご
寄
附
は
、
地
域
振
興
事
業

推
進
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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新
郷
村
交
通
安
全
祈
願
祭
冬
期
間
の
無
事
故
を
願
っ
て

細
川
潤
八
郎
氏
に

　
　
　旭
日
双
光
章

青
銀
マ
ス
タ
ー
ズ
が

村
へ
寄
附

令
和
６
年
新
郷
村
消
防
団
出
初
式 

災
害
に
備
え
士
気
高
く

白
菜
の

漬
物
談
義
声
あ
が
る

佐
　
藤
　
章
　
一

白
菜
を
両
手
い
っ
ぱ
い

持
つ
孫
よ

畑
　
山
　
敏
　
則

病
む
人
に

聖
夜
の
カ
ー
ド
品
定
め

佐
　
藤
　
直
　
子

手
袋
や
友
の
気
持
ち
が

う
れ
し
く
て鹿

　
島
　
千
惠
子

漬
け
石
に

白
菜
ド
レ
ス
ま
と
わ
り
て

福
　
山
　
昭
　
子

塩
か
ぶ
せ

樽
の
白
菜
押
せ
や
お
せ

金
　
沢
　
福
　
笑

捲
く
気
な
き
白
菜
畑
へ

置
き
去
り
に鹿

　
島
　
惠
美
子

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

流
し
て
床
掃
除戸　

来
　
れ
い
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

青森県交通対策協議会 令和５年12月31日現在

※ （　）内は対前年比です。
毎月１日は「県民交通安全の日」15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者 の 死 者  
（65歳以上の人）

夜 間 の 死 者 

歩 行 者 の 死 者 

自動車乗車中の死者 

非 着 用 死 者 

２５人
（＋１０）

２３人
（＋８）
２２人

（＋７）
１５人

（＋４）
７人

（＋２）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
況

夜
２６３件

（－５０）
発 

生

１２月中 年間累計

２，６１９件
（＋２４４）

６人
（＋２）

４５人
（＋１４）

死 

者

３１６人
（－６２）

３，０９９人
（＋２４６）

傷 

者
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演
奏
に

合
わ
せ
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊

が
美
郷
館
前
か
ら
一
糸
乱
れ
ぬ

行
進
を
見
せ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
佐
々
木
義
光
五

戸
消
防
署
長
が「
凛
と
し
た
消

防
精
神
が
見
受
け
ら
れ
、
義
勇

奉
仕
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
見
事

な
も
の
だ
っ
た
」と
講
評
し
、

佐
藤
喜
美
雄
消
防
団
長
が
「
昨

年
は
非
住
家
火
災
２
件
、
枯

草
火
災
１
件
の
計
３
件
の
火
災

が
あ
っ
た
。
今
年
は
火
災
の
無

い
村
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層

防
火
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
」

と
誓
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
無
火
災
・
無
災
害

を
願
っ
て
元
消
防
団
長
畠
山
賢

悦
さ
ん
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
式

典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
故
細
川
潤
八
郎
氏
が
旭
日
双

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
、
妻
の
真
理
子
さ

ん
が
村
長
室
を
訪
れ
、
位
記
、

勲
記
及
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
細
川
氏
は
、
新
郷
村
長
と
し

て
村
の
産
業
経
済
の
発
展
、
教

育
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
へ
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
細
川
さ
ん
の
ご
功
績
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
青
森
銀
行
五
戸
支
店
の
取
引

先
で
構
成
さ
れ
る「
青
銀
マ
ス

タ
ー
ズ（
小
坂
章
会
長
）」か
ら

令
和
５
年
に
開
催
し
た
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
よ
り
参
加
し
た
会
員

等
有
志
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
募
金
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
12
月
26
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

寄
附
金
贈
呈
式
が
村
長
室
で
行

わ
れ
、
同
会
監
事
の
千
葉
茂
さ

ん
が
櫻
井
村
長
へ
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
ご
寄
附
は
、
地
域
振
興
事
業

推
進
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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新
郷
村
交
通
安
全
祈
願
祭
冬
期
間
の
無
事
故
を
願
っ
て

細
川
潤
八
郎
氏
に

　
　
　旭
日
双
光
章

青
銀
マ
ス
タ
ー
ズ
が

村
へ
寄
附

令
和
６
年
新
郷
村
消
防
団
出
初
式 

災
害
に
備
え
士
気
高
く

白
菜
の

漬
物
談
義
声
あ
が
る

佐
　
藤
　
章
　
一

白
菜
を
両
手
い
っ
ぱ
い

持
つ
孫
よ

畑
　
山
　
敏
　
則

病
む
人
に

聖
夜
の
カ
ー
ド
品
定
め

佐
　
藤
　
直
　
子

手
袋
や
友
の
気
持
ち
が

う
れ
し
く
て鹿

　
島
　
千
惠
子

漬
け
石
に

白
菜
ド
レ
ス
ま
と
わ
り
て

福
　
山
　
昭
　
子

塩
か
ぶ
せ

樽
の
白
菜
押
せ
や
お
せ

金
　
沢
　
福
　
笑

捲
く
気
な
き
白
菜
畑
へ

置
き
去
り
に鹿

　
島
　
惠
美
子

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

流
し
て
床
掃
除戸　

来
　
れ
い
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

青森県交通対策協議会 令和５年12月31日現在

※ （　）内は対前年比です。
毎月１日は「県民交通安全の日」15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者 の 死 者  
（65歳以上の人）

夜 間 の 死 者 

歩 行 者 の 死 者 

自動車乗車中の死者 

非 着 用 死 者 

２５人
（＋１０）

２３人
（＋８）
２２人

（＋７）
１５人

（＋４）
７人

（＋２）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
況

夜
２６３件

（－５０）
発 

生

１２月中 年間累計

２，６１９件
（＋２４４）

６人
（＋２）

４５人
（＋１４）

死 

者

３１６人
（－６２）

３，０９９人
（＋２４６）

傷 

者



　
村
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
村
発
展
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
長
年
続
い
た
三
村
県
政
か
ら
、

新
宮
下
県
政
と
引
き
継
が
れ
、「
青
森
新
時
代
を
築
く
」を
掲
げ
、

少
子
化
課
題
、
気
候
変
動
・
大
規
模
災
害
、
短
命
県
・
医
療
過
疎
問

題
、
物
価
高
・
燃
料
高
騰
・
コ
ロ
ナ
後
の
対
策
、
若
者
が
輝
く
青
森

の
構
築
、
市
町
村
と
の
連
携
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て

お
り
ま
す
。
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会
は
２
回
、
そ
し
て
、
要
望
活

動
も
２
回
実
施
し
、
村
の
実
情
を
訴
え
、
村
政
繁
栄
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和
６
年
に
於
い
て
も
引
き
続
き
働
き
か
け
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
力
が
上
向
き
に
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
４
年
ぶ
り
に
村
民
運
動
会
や
、
体
育
大
会
、

敬
老
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

縮
小
し
な
が
ら
開
催
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
祭
り
は
村
内
外
に
も
Ｐ
Ｒ

し
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
皆
様
の
ご
努
力
・

ご
協
力
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
鳥
獣
被
害
・
自
然
災
害
、
特
に
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
猛
暑
に
よ
っ
て
農
産
物
の
品
質
低
下
、
収
穫
減
量
と
農
家
が

大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
世
界
情
勢
の
混
乱
に
よ
っ
て
、

燃
油
・
資
材
・
物
価
等
の
高
騰
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
影
響
を
受

け
、
今
な
お
生
活
困
窮
に
苛
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
当
村
に
於
い
て
は

令
和
５
年
度
も
国
・
県
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
農
家
・
事
業
所
・

住
民
の
生
活
費
負
担
軽
減
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
に

於
い
て
も
、
情
勢
を
見
極
め
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
重
大
な
事
件
事
故
は
な
く
、
タ
ラ
の
芽
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
窃
盗

２
件
、
村
民
の
詐
欺
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
住
家

２
件
・
原
野
１
件
の
火
災
が
あ
っ
た
も
の
の
延
焼
す
る
こ
と
な
く

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
遭
難
者
１
件
あ
り
、
翌
朝
に
は

発
見
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
平
穏
な
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
12
月
９
日
を
も
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
、
０
０
０

日
を
達
成
し
記
録
更
新
中
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
防
犯
や

交
通
事
故
を
抑
制
す
る
運
動
等
を
活
発
に
展
開
し
、
村
民
の
安
全
・

安
心
村
づ
く
り
を
目
指
し
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
の
50
％
以
上
を
占
め
る
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
確
保
や
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
新
た
な
過
疎
法

の
制
定
に
と
も
な
い
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
に
向
け
た
地
方
創
生
財

源
の
十
分
な
支
援
等
々
、
国
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
、
農
山
村
の

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
子
育
て
、
学
校
教
育
、
地
域
活
動
等
を

強
化
し
、
自
ら
知
恵
を
絞
り
、
地
域
活
性
化
に
向
け
、
住
民
一
体
と

な
っ
て
自
由
度
の
高
い
交
付
金
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
畜
産
業
の

振
興
を
第
一
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
を
創
出
す
る
福
祉
事
業

の
推
進
、
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
、
育
児
負
担
の

軽
減
施
策
、
学
校
教
育
の
充
実
、
コ
ロ
ナ
禍
で
沸
騰
し
た
キ
ャ
ン

プ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
や
消
費
拡
大
を
目
標
に
観
光
振
興

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
も
色
々
な
施
策
を
模
索
し
、
元
気
な
村
、
豊
か
な
村
、

幸
せ
な
村
を
創
る
た
め
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
郷
村

に
と
っ
て
も
、
皆
様
方
に
と
っ
て
も
更
な
る
飛
躍
の
最
良
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
新
郷
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
議
員
一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
新
郷
村
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
的
に
自
然
災
害
の
多
い

一
年
で
し
た
。
特
に
６
月
に
発
生
し
た
西
日
本
か
ら
東
日
本
の
大
雨

に
よ
り
、
高
知
県
他
５
県
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
と
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
に
お
い
て
も
、
７
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り
津
軽
地
区

で
は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
村
に
お
い
て
は
、
９
月
の
大
雨
に
よ
る
用
水
路
へ
の
土
砂
流

出
、
路
肩
決
壊
な
ど
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
災
害
は
な
く
穏
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

自
然
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
予
防
保
全
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
い
復

旧
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
10
月
、
青
森
県
庁
に
出
向
い
て
、
今
年
の
６
月
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
宮
下
知
事
へ
、
櫻
井
村
長
と
共
に
陳
情
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
道
栃
棚
・
手
倉
橋
線
及
び
間
明
田
・
釜
坂
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
、

ま
た
、
村
道
温
泉
線
、
県
代
行
事
業
整
備
に
つ
い
て
要
望
し
、
生
活

路
線
の
改
善
及
び
村
の
観
光
振
興
を
進
め
る
う
え
で
の
、
村
の
実
情

を
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
事
業
費
の
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
す

よ
う
、
今
後
も
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
村
内
外
の
各
種
行
事
も
開
催
さ
れ
、
活
気
が
戻
っ

て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
村
民
運
動
会
で
は
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
競
い
合
い
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
か
ら
の
燃
油
等
の
高
騰
に
よ
り
、
原
材
料

価
格
も
更
に
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
全
て
に
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
米
を
は
じ
め
農
作

物
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
本
村
の
第
一
次
産
業
で
あ
り
ま
す

農
業
へ
も
収
入
減
収
な
ど
大
打
撃
を
受
け
、
村
独
自
の
農
家
支
援
な

ど
の
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
支
援
策
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
60
年
に
一
度
の「
甲
辰
年
」で
す
。「
辰
年
」は
陽
の

気
が
動
い
て
、
万
物
が
躍
動
す
る
た
め
、
活
力
旺
盛
と
な
っ
て
大
き

く
成
長
し
、
時
代
が
変
わ
る
年
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に「
甲
辰
年
」は
、
成
功
と
い
う
芽
が
成
長
し
、
姿
を
整
え
、

努
力
の
成
果
が
実
を
結
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
村
が
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
事
業
が
成
功
に
導
く
よ
う
、
執
行
部
と
共
に
頑
張
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
当
村
は
今
年
の
夏
、
議
会
議
員
の
任
期
満
了
の
時
が
き
ま
す
。

村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
重
要
な
国
策
で
あ
る
地
方
創
生
の

支
援
を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら
、
村
民
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
で

日
々
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
任
期
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新郷村議会議長

　横　道　一　男
新郷村長

　櫻　井　雅　洋

新年のご  あいさつ

4広報　　　　　　R６（2024）．1月号広報　　　　　　R６（2024）．1月号5



　
村
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
村
発
展
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
長
年
続
い
た
三
村
県
政
か
ら
、

新
宮
下
県
政
と
引
き
継
が
れ
、「
青
森
新
時
代
を
築
く
」を
掲
げ
、

少
子
化
課
題
、
気
候
変
動
・
大
規
模
災
害
、
短
命
県
・
医
療
過
疎
問

題
、
物
価
高
・
燃
料
高
騰
・
コ
ロ
ナ
後
の
対
策
、
若
者
が
輝
く
青
森

の
構
築
、
市
町
村
と
の
連
携
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て

お
り
ま
す
。
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会
は
２
回
、
そ
し
て
、
要
望
活

動
も
２
回
実
施
し
、
村
の
実
情
を
訴
え
、
村
政
繁
栄
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和
６
年
に
於
い
て
も
引
き
続
き
働
き
か
け
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
力
が
上
向
き
に
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
４
年
ぶ
り
に
村
民
運
動
会
や
、
体
育
大
会
、

敬
老
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

縮
小
し
な
が
ら
開
催
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
祭
り
は
村
内
外
に
も
Ｐ
Ｒ

し
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
皆
様
の
ご
努
力
・

ご
協
力
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
鳥
獣
被
害
・
自
然
災
害
、
特
に
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
猛
暑
に
よ
っ
て
農
産
物
の
品
質
低
下
、
収
穫
減
量
と
農
家
が

大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
世
界
情
勢
の
混
乱
に
よ
っ
て
、

燃
油
・
資
材
・
物
価
等
の
高
騰
で
、
す
べ
て
の
人
々
が
影
響
を
受

け
、
今
な
お
生
活
困
窮
に
苛
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
当
村
に
於
い
て
は

令
和
５
年
度
も
国
・
県
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
農
家
・
事
業
所
・

住
民
の
生
活
費
負
担
軽
減
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
に

於
い
て
も
、
情
勢
を
見
極
め
、
支
援
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
重
大
な
事
件
事
故
は
な
く
、
タ
ラ
の
芽
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
窃
盗

２
件
、
村
民
の
詐
欺
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
住
家

２
件
・
原
野
１
件
の
火
災
が
あ
っ
た
も
の
の
延
焼
す
る
こ
と
な
く

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
遭
難
者
１
件
あ
り
、
翌
朝
に
は

発
見
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
平
穏
な
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
12
月
９
日
を
も
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
、
０
０
０

日
を
達
成
し
記
録
更
新
中
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
防
犯
や

交
通
事
故
を
抑
制
す
る
運
動
等
を
活
発
に
展
開
し
、
村
民
の
安
全
・

安
心
村
づ
く
り
を
目
指
し
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
の
50
％
以
上
を
占
め
る
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
確
保
や
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
新
た
な
過
疎
法

の
制
定
に
と
も
な
い
一
億
総
活
躍
社
会
実
現
に
向
け
た
地
方
創
生
財

源
の
十
分
な
支
援
等
々
、
国
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
、
農
山
村
の

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
子
育
て
、
学
校
教
育
、
地
域
活
動
等
を

強
化
し
、
自
ら
知
恵
を
絞
り
、
地
域
活
性
化
に
向
け
、
住
民
一
体
と

な
っ
て
自
由
度
の
高
い
交
付
金
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
林
畜
産
業
の

振
興
を
第
一
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場
を
創
出
す
る
福
祉
事
業

の
推
進
、
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
、
育
児
負
担
の

軽
減
施
策
、
学
校
教
育
の
充
実
、
コ
ロ
ナ
禍
で
沸
騰
し
た
キ
ャ
ン

プ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
や
消
費
拡
大
を
目
標
に
観
光
振
興

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
も
色
々
な
施
策
を
模
索
し
、
元
気
な
村
、
豊
か
な
村
、

幸
せ
な
村
を
創
る
た
め
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
郷
村

に
と
っ
て
も
、
皆
様
方
に
と
っ
て
も
更
な
る
飛
躍
の
最
良
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
新
郷
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
議
員
一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
新
郷
村
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
的
に
自
然
災
害
の
多
い

一
年
で
し
た
。
特
に
６
月
に
発
生
し
た
西
日
本
か
ら
東
日
本
の
大
雨

に
よ
り
、
高
知
県
他
５
県
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
と
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
に
お
い
て
も
、
７
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り
津
軽
地
区

で
は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
村
に
お
い
て
は
、
９
月
の
大
雨
に
よ
る
用
水
路
へ
の
土
砂
流

出
、
路
肩
決
壊
な
ど
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
災
害
は
な
く
穏
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

自
然
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や
予
防
保
全
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
い
復

旧
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
10
月
、
青
森
県
庁
に
出
向
い
て
、
今
年
の
６
月
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
宮
下
知
事
へ
、
櫻
井
村
長
と
共
に
陳
情
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
道
栃
棚
・
手
倉
橋
線
及
び
間
明
田
・
釜
坂
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
、

ま
た
、
村
道
温
泉
線
、
県
代
行
事
業
整
備
に
つ
い
て
要
望
し
、
生
活

路
線
の
改
善
及
び
村
の
観
光
振
興
を
進
め
る
う
え
で
の
、
村
の
実
情

を
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
事
業
費
の
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
す

よ
う
、
今
後
も
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
村
内
外
の
各
種
行
事
も
開
催
さ
れ
、
活
気
が
戻
っ

て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
村
民
運
動
会
で
は
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
競
い
合
い
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
か
ら
の
燃
油
等
の
高
騰
に
よ
り
、
原
材
料

価
格
も
更
に
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
全
て
に
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
米
を
は
じ
め
農
作

物
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
本
村
の
第
一
次
産
業
で
あ
り
ま
す

農
業
へ
も
収
入
減
収
な
ど
大
打
撃
を
受
け
、
村
独
自
の
農
家
支
援
な

ど
の
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
支
援
策
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
60
年
に
一
度
の「
甲
辰
年
」で
す
。「
辰
年
」は
陽
の

気
が
動
い
て
、
万
物
が
躍
動
す
る
た
め
、
活
力
旺
盛
と
な
っ
て
大
き

く
成
長
し
、
時
代
が
変
わ
る
年
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に「
甲
辰
年
」は
、
成
功
と
い
う
芽
が
成
長
し
、
姿
を
整
え
、

努
力
の
成
果
が
実
を
結
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
村
が
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
事
業
が
成
功
に
導
く
よ
う
、
執
行
部
と
共
に
頑
張
っ
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
当
村
は
今
年
の
夏
、
議
会
議
員
の
任
期
満
了
の
時
が
き
ま
す
。

村
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
重
要
な
国
策
で
あ
る
地
方
創
生
の

支
援
を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら
、
村
民
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
で

日
々
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
任
期
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新郷村議会議長

　横　道　一　男
新郷村長

　櫻　井　雅　洋

新年のご  あいさつ
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

村
の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

さ
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
４
日
か
ら
12
月

８
日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案

21
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
12
月
７
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明

を
求
め
、
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国

人
観
光
客
）誘
致
に
向
け
た
観
光

施
策
に
つ
い
て

　
観
光
庁
の
事
業
で
キ
リ
ス
ト
の

墓
等
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

メ
イ
ン
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

に
11
月
３
日
、
４
日
の
両
日
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
ベ
ト
ナ
ム
・

モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
等
の
出
身
者
ら

が
参
加
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
目
的
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
地
方
誘
致
を
模
索
す
る

た
め
の
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

展
開
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

観
光
ガ
イ
ド
養
成
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
①
ガ
イ
ド

育
成
研
修
、
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
③
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
、
④
伝
承
館
な
ど
の
主
な
観
光

地
の
外
国
語
看
板
の
設
置
、
⑤
村

内
の
観
光
関
係
者
を
集
め
て
の
勉

強
会
、
⑥
新
た
な
特
産
品
の
開

発
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ガ
イ
ド
養
成
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
村
で
観
光
を
や
っ
て
い
た

方
な
ど
に
要
請
し
て
取
り
組
む
。

質
問
②
　
令
和
６
年
度
予
算
編
成

の
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
は

　
既
存
事
業
の
見
直
し
や
再
構
築

を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

村
発
展
の
礎
と
な
る
政
策
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

昨
年
度
同
様
、
①
資
源
・
物
価
の

高
騰
を
見
据
え
た
取
組
、
②
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹
底
、

③
財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
取
崩

し
の
抑
制
、
④
投
資
的
経
費
に
充

当
す
る
新
規
村
債
発
行
額
の
抑

制
、
こ
の
４
つ
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
農
林

畜
産
業
の
推
進
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
定
住
化
促
進
、
教
育
・
福

祉
・
観
光
商
工
の
推
進
な
ど
村
の

特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
を
目
指
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
河
川
の
整
備
、
水
害
対

策
に
つ
い
て

　
毎
年
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
被

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
今
後
村
で
も
発
生
す
る
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
村
の
河

川
に
は
土
砂
が
溜
ま
り
、
雑
草
が

生
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
整

備
、
水
害
へ
の
対
策
は

　
雑
木
の
伐
採
利
用
に
つ
い
て

は
、
申
込
が
あ
っ
た
場
合
申
請
さ

せ
て
い
る
。
土
砂
の
除
去
に
つ
い

て
は
毎
年
要
望
を
し
て
お
り
、

現
在
１
か
所
の
工
事
が
完
了
し
て

い
る
。
地
域
座
談
会
で
も
河
川

堆
積
除
去
の
要
望
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て

い
く
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
　
新
郷
ブ
ラ
ン
ド「
郷
の
き

み
」と
郷
の
き
み
の
会
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

１
．
郷
の
き
み
の
会
と
村
の
関
係

性
は

　
平
成
22
年
に
農
業
後
継
者
の
会

の
有
志
が
生
産
に
着
手
し
、
一
部

運
営
費
を
助
成
し
て
い
た
。
そ
の

後
独
立
し
新
郷
村
郷
の
き
み
の
会

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
独
立
を

契
機
に
運
営
費
は
補
助
し
て
い
な

い
。
村
で
は
平
成
27
年
に
商
標

登
録
申
請
を
行
い
、
新
郷
村
郷
の

き
み
の
会
に
は
無
償
で
使
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

２
．
郷
の
き
み
の
会
に
属
す
る
生

産
農
家
が
、
昨
年
度
ま
で
に
最
大

９
件
か
ら
２
件
に
減
少
し
た
理
由
は

　
に
ん
に
く
や
な
が
い
も
な
ど
の

本
業
を
や
り
な
が
ら
、
郷
の
き
み

の
作
付
け
も
し
て
い
る
た
め
収
穫

期
に
手
が
回
ら
な
い
、
ま
た
、
安

定
し
た
販
売
先
が
見
つ
か
ら
な

い
、
利
益
が
少
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
理
由
と
聞
い
て
い
る
。

３
．
生
産
農
家
の
減
少
に
対
し
て

の
村
の
対
応
は

　
現
段
階
で
は
対
策
し
て
い
な
い
。

４
．
今
年
度
の
郷
の
き
み
の
実
績
は

　
販
売
本
数
約
２
万
１
千
本
、

売
上
金
額
は
約
３
３
１
万
円
で

あ
る
。

５
．
村
長
は
先
の
９
月
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、「
今
後
必
要
が
あ
れ

ば
生
産
者
と
協
議
し
検
討
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
生
産
農
家
と

の
協
議
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
現
段
階
で
は
し
て
い
な
い
。

６
．
今
後
、
新
郷
ブ
ラ
ン
ド
郷
の

き
み
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
か
。

　
生
産
量
の
安
定
的
な
確
保
が
必

要
な
た
め
、
生
産
農
家
が
増
え
る

よ
う
促
進
し
て
い
き
た
い
。
販
路

拡
大
の
た
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
村
の
役
割
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　
廃
棄
さ
れ
た
郷
の
き
み
は
約
２

万
本
に
な
る
。
今
後
新
郷
ブ
ラ
ン

ド
郷
の
き
み
を
守
り
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
商
標
登
録
を
有

す
村
、
企
画
商
工
観
光
課
、
農
林

課
、
農
業
委
員
会
が
一
緒
に
な
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
上

げ
、
品
質
基
準
、
生
産
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
確
立
し
、
金
銭
的
な
支
援
と

生
産
加
工
に
適
し
た
環
境
を
整

え
、
安
全
で
美
味
し
い
郷
の
き
み

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
全
て
村
主
導
で
や
っ
て
い
く
と

ど
う
し
て
も
長
続
き
し
な
い
。
そ

の
よ
う
な
要
請
が
あ
れ
ば
協
議
の

場
に
つ
く
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
12
月
８
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

１
．
歳
入
の
不
動
産
売
払
収
入
、

分
収
造
林
地
立
木
売
払
収
入
９
２

４
万
円
に
つ
い
て
、
契
約
の
年
数

と
分
収
の
割
合
は

２
．
歳
出
の
分
収
交
付
金
８
０
８

万
５
千
円
は
ど
の
団
体
に
交
付

し
、
９
２
４
万
円
と
の
差
額
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

１
．
昭
和
29
年
に
契
約
し
50
年
の

契
約
期
間
で
終
了
し
た
。
分
収
割
合

は
国
が
２
割
、
村
が
１
割
、
地
元

団
体
が
７
割
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
地
元
団
体
へ
の
７
割
分
と
し

て
８
０
８
万
５
千
円
を
支
払
い
、

残
り
の
１
１
１
万
５
千
円
は
林
業

総
務
費
積
立
金
に
計
上
し
て
い

る
。

　
令
和
５
年
11
月
６
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
２
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
件
、

「
令
和
５
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）」が
審
議
さ

れ
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

～令和５年12月定例会（12月４日～８日）～

新郷村議会だより
令
和
５
年
12
月
定
例
会
日
程

12
月
４
日
　
開
会

12
月
５
日
　
常
任
委
員
会

12
月
６
日
　
議
案
熟
考

12
月
７
日
　
一
般
質
問

12
月
８
日
　
議
案
審
議

一

般

質

問

観光施設　キリストの里伝承館新郷ブランド　「郷のきみ」

議
案
審
議
　
質
疑

令
和
５
年
第
２
回
議
会
臨
時
会

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
䑓
農
林
課
長

答
弁
　
櫻
䑓
農
林
課
長
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は

決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

村
の
財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

さ
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
４
日
か
ら
12
月

８
日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案

21
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
７
日
の

一
般
質
問
、
８
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
12
月
７
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明

を
求
め
、
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国

人
観
光
客
）誘
致
に
向
け
た
観
光

施
策
に
つ
い
て

　
観
光
庁
の
事
業
で
キ
リ
ス
ト
の

墓
等
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

メ
イ
ン
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

に
11
月
３
日
、
４
日
の
両
日
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
ベ
ト
ナ
ム
・

モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
等
の
出
身
者
ら

が
参
加
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
目
的
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
地
方
誘
致
を
模
索
す
る

た
め
の
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

展
開
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

観
光
ガ
イ
ド
養
成
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
①
ガ
イ
ド

育
成
研
修
、
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
③
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
、
④
伝
承
館
な
ど
の
主
な
観
光

地
の
外
国
語
看
板
の
設
置
、
⑤
村

内
の
観
光
関
係
者
を
集
め
て
の
勉

強
会
、
⑥
新
た
な
特
産
品
の
開

発
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ガ
イ
ド
養
成
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
村
で
観
光
を
や
っ
て
い
た

方
な
ど
に
要
請
し
て
取
り
組
む
。

質
問
②
　
令
和
６
年
度
予
算
編
成

の
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
は

　
既
存
事
業
の
見
直
し
や
再
構
築

を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

村
発
展
の
礎
と
な
る
政
策
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

昨
年
度
同
様
、
①
資
源
・
物
価
の

高
騰
を
見
据
え
た
取
組
、
②
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹
底
、

③
財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
取
崩

し
の
抑
制
、
④
投
資
的
経
費
に
充

当
す
る
新
規
村
債
発
行
額
の
抑

制
、
こ
の
４
つ
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
農
林

畜
産
業
の
推
進
、
有
害
鳥
獣
対

策
、
定
住
化
促
進
、
教
育
・
福

祉
・
観
光
商
工
の
推
進
な
ど
村
の

特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
を
目
指
す
。

二
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
①
　
河
川
の
整
備
、
水
害
対

策
に
つ
い
て

　
毎
年
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
被

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
今
後
村
で
も
発
生
す
る
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
村
の
河

川
に
は
土
砂
が
溜
ま
り
、
雑
草
が

生
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
整

備
、
水
害
へ
の
対
策
は

　
雑
木
の
伐
採
利
用
に
つ
い
て

は
、
申
込
が
あ
っ
た
場
合
申
請
さ

せ
て
い
る
。
土
砂
の
除
去
に
つ
い

て
は
毎
年
要
望
を
し
て
お
り
、

現
在
１
か
所
の
工
事
が
完
了
し
て

い
る
。
地
域
座
談
会
で
も
河
川

堆
積
除
去
の
要
望
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て

い
く
。

三
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
　
新
郷
ブ
ラ
ン
ド「
郷
の
き

み
」と
郷
の
き
み
の
会
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

１
．
郷
の
き
み
の
会
と
村
の
関
係

性
は

　
平
成
22
年
に
農
業
後
継
者
の
会

の
有
志
が
生
産
に
着
手
し
、
一
部

運
営
費
を
助
成
し
て
い
た
。
そ
の

後
独
立
し
新
郷
村
郷
の
き
み
の
会

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
独
立
を

契
機
に
運
営
費
は
補
助
し
て
い
な

い
。
村
で
は
平
成
27
年
に
商
標

登
録
申
請
を
行
い
、
新
郷
村
郷
の

き
み
の
会
に
は
無
償
で
使
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

２
．
郷
の
き
み
の
会
に
属
す
る
生

産
農
家
が
、
昨
年
度
ま
で
に
最
大

９
件
か
ら
２
件
に
減
少
し
た
理
由
は

　
に
ん
に
く
や
な
が
い
も
な
ど
の

本
業
を
や
り
な
が
ら
、
郷
の
き
み

の
作
付
け
も
し
て
い
る
た
め
収
穫

期
に
手
が
回
ら
な
い
、
ま
た
、
安

定
し
た
販
売
先
が
見
つ
か
ら
な

い
、
利
益
が
少
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
主
な
理
由
と
聞
い
て
い
る
。

３
．
生
産
農
家
の
減
少
に
対
し
て

の
村
の
対
応
は

　
現
段
階
で
は
対
策
し
て
い
な
い
。

４
．
今
年
度
の
郷
の
き
み
の
実
績
は

　
販
売
本
数
約
２
万
１
千
本
、

売
上
金
額
は
約
３
３
１
万
円
で

あ
る
。

５
．
村
長
は
先
の
９
月
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、「
今
後
必
要
が
あ
れ

ば
生
産
者
と
協
議
し
検
討
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
生
産
農
家
と

の
協
議
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
現
段
階
で
は
し
て
い
な
い
。

６
．
今
後
、
新
郷
ブ
ラ
ン
ド
郷
の

き
み
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
か
。

　
生
産
量
の
安
定
的
な
確
保
が
必

要
な
た
め
、
生
産
農
家
が
増
え
る

よ
う
促
進
し
て
い
き
た
い
。
販
路

拡
大
の
た
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
村
の
役
割
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

再
質
問

　
廃
棄
さ
れ
た
郷
の
き
み
は
約
２

万
本
に
な
る
。
今
後
新
郷
ブ
ラ
ン

ド
郷
の
き
み
を
守
り
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
商
標
登
録
を
有

す
村
、
企
画
商
工
観
光
課
、
農
林

課
、
農
業
委
員
会
が
一
緒
に
な
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
上

げ
、
品
質
基
準
、
生
産
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
確
立
し
、
金
銭
的
な
支
援
と

生
産
加
工
に
適
し
た
環
境
を
整

え
、
安
全
で
美
味
し
い
郷
の
き
み

を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
村
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
全
て
村
主
導
で
や
っ
て
い
く
と

ど
う
し
て
も
長
続
き
し
な
い
。
そ

の
よ
う
な
要
請
が
あ
れ
ば
協
議
の

場
に
つ
く
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
12
月
８
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

１
．
歳
入
の
不
動
産
売
払
収
入
、

分
収
造
林
地
立
木
売
払
収
入
９
２

４
万
円
に
つ
い
て
、
契
約
の
年
数

と
分
収
の
割
合
は

２
．
歳
出
の
分
収
交
付
金
８
０
８

万
５
千
円
は
ど
の
団
体
に
交
付

し
、
９
２
４
万
円
と
の
差
額
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

１
．
昭
和
29
年
に
契
約
し
50
年
の

契
約
期
間
で
終
了
し
た
。
分
収
割
合

は
国
が
２
割
、
村
が
１
割
、
地
元

団
体
が
７
割
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
地
元
団
体
へ
の
７
割
分
と
し

て
８
０
８
万
５
千
円
を
支
払
い
、

残
り
の
１
１
１
万
５
千
円
は
林
業

総
務
費
積
立
金
に
計
上
し
て
い

る
。

　
令
和
５
年
11
月
６
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
２
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
件
、

「
令
和
５
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）」が
審
議
さ

れ
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

～令和５年12月定例会（12月４日～８日）～

新郷村議会だより
令
和
５
年
12
月
定
例
会
日
程

12
月
４
日
　
開
会

12
月
５
日
　
常
任
委
員
会

12
月
６
日
　
議
案
熟
考

12
月
７
日
　
一
般
質
問

12
月
８
日
　
議
案
審
議

一

般

質

問

観光施設　キリストの里伝承館新郷ブランド　「郷のきみ」

議
案
審
議
　
質
疑

令
和
５
年
第
２
回
議
会
臨
時
会

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
井
村
長

答
弁
　
櫻
䑓
農
林
課
長

答
弁
　
櫻
䑓
農
林
課
長
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９
月
７
日
の
決
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
永
野
範
英
委
員
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
村
民
税
個
人
分
、
収
入
未

済
額
１
１
７
万
３
８
８
１
円
と
あ

る
が
、
昨
年
度
と
の
比
較
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
金
額
・
未
納
者
と
も
に
昨

年
度
末
よ
り
も
減
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損

34
万
６
１
０
０
円
の
内
容
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
昨
年
度
、
滞
納
者
が
２
名

亡
く
な
り
、
相
続
人
不
在
を
確
認

し
た
た
め
の
不
納
欠
損
で
あ
る
。

【
歳
入
・
土
木
使
用
料
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済

額
１
５
０
万
６
２
０
０
円
の
内
訳

【
歳
出
・
総
務
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

状
と
今
後
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
２
名
の
候
補
者
が

あ
っ
た
が
、
最
終
段
階
で
断
ら
れ

て
い
る
。
改
め
て
募
集
し
て
い
く
。

【
歳
出
・
民
生
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
指
定
管
理
料
40
万

８
４
７
１
円
の
内
容
は
。

○
福
山
厚
生
課
長

答
弁
　
昨
年
の
検
討
委
員
会
に
て

和
の
家
を
廃
止
に
し
て
お
り
、
廃
止

前
１
期
分
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
指
定
管
理
料
で
あ
る
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
以
前
、
村
長
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
今
後
を
検
討
す
る
と

言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
対
応

は
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
福
祉
対
策
の
観
点
か
ら
、

手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
く
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
公
営
企
業
法
適
用
移
行
業

務
委
託
１
０
３
４
万
円
の
内
容

は
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
令
和
６
年
度
に
現
在
の
簡

易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
が
公
営
企
業
会
計
に
移
行

す
る
。
そ
の
た
め
の
機
器
の
経
費
、

移
行
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
昨
年
度
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

を
１
億
円
以
上
か
け
て
改
修
し
た

が
、
積
極
的
に
販
売
す
る
堆
肥
の

余
裕
は
あ
る
の
か
。

○
櫻
䑓
農
林
課
長

答
弁
　
散
布
の
依
頼
が
多
く
、
全

部
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
定

期
的
に
増
や
す
こ
と
は
厳
し
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
間
木
ノ
平
地
区
公
園
整
備

費
委
託
料
５
４
８
万
２
千
円
と
、

公
社
へ
指
定
管
理
料
と
し
て
４
３

０
０
万
円
支
払
っ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
防
犯
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
料
も

計
上
し
て
い
る
。
指
定
管
理
料
の

中
で
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
防
犯
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
料

等
、
軽
微
な
も
の
を
村
か
ら
支
出

し
て
い
た
。
今
後
協
議
し
て
い

く
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
館
の
燃
料
に
つ
い

て
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
の
に
、
ま
き
よ
り
重
油
を
多
く

使
っ
て
い
る
原
因
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
上
半
期
に
森
林
組
合

で
ま
き
の
在
庫
不
足
が
あ
り
、
使

用
料
が
落
ち
て
い
た
。
現
在
は
体

制
が
整
い
、
計
画
ど
お
り
納
入
し

て
い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
観
光
施
設
警
備
委
託
料
と

登
山
道
整
備
委
託
料
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
観
光
施
設
警
備
委
託
料
は

夏
の
間
、
防
犯
協
会
に
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
等
の
施
設
の
夜
間
警
備
を

委
託
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
登
山
道
整
備
委
託
料
は
戸
来
岳

の
登
山
道
の
境
を
整
備
委
託
し
て

と
そ
の
後
の
状
況
は
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
２
人
分
の
未
収
で
あ
り
、

現
在
は
計
画
を
立
て
返
済
に
至
っ

て
い
る
。

【
歳
入
・
商
工
使
用
料
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
入
浴
料
の
金
額
は
ど

の
く
ら
い
が
妥
当
だ
と
考
え
る
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
国
内
全
て
の
物
価
が
高
騰

し
て
い
る
た
め
、
値
上
げ
も
考
え
、

金
額
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
出
来
る
だ
け
経
費
を
削
減

し
な
が
ら
、
入
浴
料
を
増
や
す
取

組
を
し
て
い
く
し
か
な
い
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
雑
入
の
収
入
未
済
額
７
１

５
万
５
８
０
円
の
内
訳
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
不
納
欠
損
の
誤
り
分
を
令

和
３
年
度
の
調
定
に
移
し
た
も
の

が
あ
り
、
そ
の
金
額
が
主
な
未
済

額
と
な
っ
て
い
る
。

お
り
、
登
山
口
か
ら
三
ツ
岳
頂
上

ま
で
の
延
長
４
・
２
㎞
を
対
象
と

し
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
出
動
報
酬
７
５
０
万
円
の

内
訳
は
。

○
横
道
総
務
課
長

答
弁
　
火
災
・
演
習
等
も
含
め
年

３
９
０
回
、
延
べ
人
数
で
４
８
８

４
人
の
団
員
が
出
動
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
状
況
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
収
納
率
は
99
・
22
％
で
青

森
県
内
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
繰
入
金
の
構
成
比
率
が

年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
人
口
が
減
少
し
、
水
道
料

金
の
収
益
で
賄
う
こ
と
が
困
難
な

た
め
上
昇
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
水
道
料
金
を
上
げ
れ
ば
い

い
だ
け
で
は
な
い
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
５
年
11
月
２
日
、
三
戸
町

に
て
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
議
員
５
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
事
務
局

次
長
、
木
村
　
聡
　
氏
の「
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
の
役
割
と
広
域

観
光
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
圏
域
を
１
つ
の
地
域
と

し
て
捉
え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
18
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
八
戸
市
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

「
フ
ラ
ッ
ト
八
戸
」と
、
岩
手
県
洋

野
町
の
廃
校
利
用
し
た
複
合
型
施

設「
ヒ
ロ
ノ
ッ
ト
」を
視
察
し
ま
し

た
。

　
ヒ
ロ
ノ
ッ
ト
で
は
廃
校
を
利
用

し
、
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た
貸

事
務
所
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
簡
易

宿
泊
部
屋
を
整
備
。
事
務
所
や
宿

泊
の
利
用
者
も
多
く
、
住
民
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
社
会
教
育
事
業
に

も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
施
設

で
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
７
日
、
新
郷
村

議
会
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

に
、
新
郷
小
学
校
６
年
生
11
名
が

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
傍
聴

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
難
し
い
話
ば
か
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
村
を
良
く
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し

て
い
る
の
か
、
雰
囲
気
だ
け
で
も

勉
強
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
会

の
内
容
を
記
録
し
て
い
る

『
会
議
録
』を
掲
載
し
て
お
り
、

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
今
号
の

内
容
に
つ
い
て
は
３
ヶ
月
後

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
は
令
和

６
年
４
月
に
掲
載
予
定
で
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

ヒロノットの研修の様子

新郷小学校の傍聴の様子

新
郷
小
学
校  

議
会
傍
聴

議
員
活
動
報
告

　
議
会
閉
会
中
に
議
会
や
各
委

員
会
の
分
野
に
お
い
て
研
修
・

調
査
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴

　
議
会
開
会
中
は
ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
議
会
は
３
月
予
定
で
す
。

　
日
程
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会

ＮＥＷ！
令和５年９月
定例会の内容を
掲載しました！

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

三
戸
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会

アウトドア風のコワーキングスペース
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９
月
７
日
の
決
算
特
別
委
員
会

の
内
容
で
す
。
永
野
範
英
委
員
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

【
歳
入
・
村
民
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
村
民
税
個
人
分
、
収
入
未

済
額
１
１
７
万
３
８
８
１
円
と
あ

る
が
、
昨
年
度
と
の
比
較
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
金
額
・
未
納
者
と
も
に
昨

年
度
末
よ
り
も
減
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
固
定
資
産
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損

34
万
６
１
０
０
円
の
内
容
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
昨
年
度
、
滞
納
者
が
２
名

亡
く
な
り
、
相
続
人
不
在
を
確
認

し
た
た
め
の
不
納
欠
損
で
あ
る
。

【
歳
入
・
土
木
使
用
料
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済

額
１
５
０
万
６
２
０
０
円
の
内
訳

【
歳
出
・
総
務
費
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

状
と
今
後
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
２
名
の
候
補
者
が

あ
っ
た
が
、
最
終
段
階
で
断
ら
れ

て
い
る
。
改
め
て
募
集
し
て
い
く
。

【
歳
出
・
民
生
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
和
の
家
指
定
管
理
料
40
万

８
４
７
１
円
の
内
容
は
。

○
福
山
厚
生
課
長

答
弁
　
昨
年
の
検
討
委
員
会
に
て

和
の
家
を
廃
止
に
し
て
お
り
、
廃
止

前
１
期
分
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
指
定
管
理
料
で
あ
る
。

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
以
前
、
村
長
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
今
後
を
検
討
す
る
と

言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
対
応

は
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
福
祉
対
策
の
観
点
か
ら
、

手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
く
。

【
歳
出
・
水
道
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
公
営
企
業
法
適
用
移
行
業

務
委
託
１
０
３
４
万
円
の
内
容

は
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
令
和
６
年
度
に
現
在
の
簡

易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
が
公
営
企
業
会
計
に
移
行

す
る
。
そ
の
た
め
の
機
器
の
経
費
、

移
行
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

【
歳
出
・
農
林
水
産
業
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
昨
年
度
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

を
１
億
円
以
上
か
け
て
改
修
し
た

が
、
積
極
的
に
販
売
す
る
堆
肥
の

余
裕
は
あ
る
の
か
。

○
櫻
䑓
農
林
課
長

答
弁
　
散
布
の
依
頼
が
多
く
、
全

部
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
定

期
的
に
増
や
す
こ
と
は
厳
し
い
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
間
木
ノ
平
地
区
公
園
整
備

費
委
託
料
５
４
８
万
２
千
円
と
、

公
社
へ
指
定
管
理
料
と
し
て
４
３

０
０
万
円
支
払
っ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
防
犯
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
料
も

計
上
し
て
い
る
。
指
定
管
理
料
の

中
で
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
防
犯
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
料

等
、
軽
微
な
も
の
を
村
か
ら
支
出

し
て
い
た
。
今
後
協
議
し
て
い

く
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
館
の
燃
料
に
つ
い

て
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
の
に
、
ま
き
よ
り
重
油
を
多
く

使
っ
て
い
る
原
因
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
昨
年
上
半
期
に
森
林
組
合

で
ま
き
の
在
庫
不
足
が
あ
り
、
使

用
料
が
落
ち
て
い
た
。
現
在
は
体

制
が
整
い
、
計
画
ど
お
り
納
入
し

て
い
る
。

【
歳
出
・
商
工
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
観
光
施
設
警
備
委
託
料
と

登
山
道
整
備
委
託
料
の
内
容
は
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
観
光
施
設
警
備
委
託
料
は

夏
の
間
、
防
犯
協
会
に
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
等
の
施
設
の
夜
間
警
備
を

委
託
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
登
山
道
整
備
委
託
料
は
戸
来
岳

の
登
山
道
の
境
を
整
備
委
託
し
て

と
そ
の
後
の
状
況
は
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
２
人
分
の
未
収
で
あ
り
、

現
在
は
計
画
を
立
て
返
済
に
至
っ

て
い
る
。

【
歳
入
・
商
工
使
用
料
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
温
泉
入
浴
料
の
金
額
は
ど

の
く
ら
い
が
妥
当
だ
と
考
え
る
か
。

○
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

答
弁
　
国
内
全
て
の
物
価
が
高
騰

し
て
い
る
た
め
、
値
上
げ
も
考
え
、

金
額
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
出
来
る
だ
け
経
費
を
削
減

し
な
が
ら
、
入
浴
料
を
増
や
す
取

組
を
し
て
い
く
し
か
な
い
。

【
歳
入
・
雑
入
】

◎
稲
葉
　
嘉
浩
　
委
員

質
問
　
雑
入
の
収
入
未
済
額
７
１

５
万
５
８
０
円
の
内
訳
は
。

○
前
山
税
務
課
長
補
佐

答
弁
　
不
納
欠
損
の
誤
り
分
を
令

和
３
年
度
の
調
定
に
移
し
た
も
の

が
あ
り
、
そ
の
金
額
が
主
な
未
済

額
と
な
っ
て
い
る
。

お
り
、
登
山
口
か
ら
三
ツ
岳
頂
上

ま
で
の
延
長
４
・
２
㎞
を
対
象
と

し
て
い
る
。

【
歳
出
・
消
防
費
】

◎
才
神
　
幸
男
　
委
員

質
問
　
出
動
報
酬
７
５
０
万
円
の

内
訳
は
。

○
横
道
総
務
課
長

答
弁
　
火
災
・
演
習
等
も
含
め
年

３
９
０
回
、
延
べ
人
数
で
４
８
８

４
人
の
団
員
が
出
動
し
て
い
る
。

【
歳
入
・
国
民
健
康
保
険
税
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
状
況
は
。

○
中
鶴
間
住
民
課
長

答
弁
　
収
納
率
は
99
・
22
％
で
青

森
県
内
１
位
と
な
っ
て
い
る
。

【
歳
入
・
一
般
会
計
繰
入
金
】

◎
滝
沢
　
仁
　
委
員

質
問
　
繰
入
金
の
構
成
比
率
が

年
々
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

○
高
見
建
設
課
長

答
弁
　
人
口
が
減
少
し
、
水
道
料

金
の
収
益
で
賄
う
こ
と
が
困
難
な

た
め
上
昇
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

○
櫻
井
村
長

答
弁
　
水
道
料
金
を
上
げ
れ
ば
い

い
だ
け
で
は
な
い
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
５
年
11
月
２
日
、
三
戸
町

に
て
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
議
員
５
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
事
務
局

次
長
、
木
村
　
聡
　
氏
の「
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
の
役
割
と
広
域

観
光
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演

を
聴
き
、
圏
域
を
１
つ
の
地
域
と

し
て
捉
え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
18
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
八
戸
市
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

「
フ
ラ
ッ
ト
八
戸
」と
、
岩
手
県
洋

野
町
の
廃
校
利
用
し
た
複
合
型
施

設「
ヒ
ロ
ノ
ッ
ト
」を
視
察
し
ま
し

た
。

　
ヒ
ロ
ノ
ッ
ト
で
は
廃
校
を
利
用

し
、
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た
貸

事
務
所
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
簡
易

宿
泊
部
屋
を
整
備
。
事
務
所
や
宿

泊
の
利
用
者
も
多
く
、
住
民
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
社
会
教
育
事
業
に

も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
施
設

で
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
７
日
、
新
郷
村

議
会
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

に
、
新
郷
小
学
校
６
年
生
11
名
が

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
傍
聴

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
難
し
い
話
ば
か
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
村
を
良
く
す
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し

て
い
る
の
か
、
雰
囲
気
だ
け
で
も

勉
強
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
会

の
内
容
を
記
録
し
て
い
る

『
会
議
録
』を
掲
載
し
て
お
り
、

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
今
号
の

内
容
に
つ
い
て
は
３
ヶ
月
後

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
は
令
和

６
年
４
月
に
掲
載
予
定
で
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

ヒロノットの研修の様子

新郷小学校の傍聴の様子

新
郷
小
学
校  

議
会
傍
聴

議
員
活
動
報
告

　
議
会
閉
会
中
に
議
会
や
各
委

員
会
の
分
野
に
お
い
て
研
修
・

調
査
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴

　
議
会
開
会
中
は
ど
な
た
で
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
議
会
は
３
月
予
定
で
す
。

　
日
程
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会

ＮＥＷ！
令和５年９月
定例会の内容を
掲載しました！

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

三
戸
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会

アウトドア風のコワーキングスペース
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八戸圏域連携中枢都市圏の形成に関する講演会
日　　　時　２月６日（火）午後３時～午後４時30分
場　　　所　南部町立町民ホール　楽楽ホール
　　　　　　（青森県三戸郡南部町大字下名久井字白山81）
テ　ー　マ　人口推計、外国人労働者政策等（予定）

※演題は、決まり次第、八戸市のホー
ムページにてお知らせします。

講　　　師　是川　夕氏
　　　　　　（国立社会保障・人口問題研究所　国際関係部長）
参　加　料　無料
申 込 方 法　八戸市ホームページ（終日）の申込みフォーム

より、１月30日（火）までにお申込みください。
問い合わせ　八戸市政策推進課　℡ 0178－43－9248（直通）

これかわ ゆう

令和６年度固定資産税に係る償却資産申告のお知らせ
　令和６年１月31日は、令和６年度償却資産申告の提出期限です。
償却資産を所有している事業者は、償却資産が所在する市町村に償却資産の申告をしなければなりません。申告
用紙は役場税務課窓口にありますので、必要な方は来庁くださるようお願いします。
　詳しくは、新郷村役場　税務課までご確認ください。　℡ 78－2111（内502）

赤十字活動にご支援をお願いします。
～救うを託されている。赤十字は、あなたとともに動きます。～

　日本赤十字社青森県支部は、災害・紛争などから命を守り、苦痛を軽減する活動をはじめ、平時は教育現場
や自治会などで防災・減災の講習会やボランティア活動などを展開しています。
　こうした活動は、毎年１月頃から自治会・町内会などの赤十字ボランティアが戸別訪問をさせていただき、
寄せられた会費や寄付金によって支えられています。
　本年も引き続き、住民の皆様のあたたかいご支援を心よりお願い申し上げます。
問い合わせ　〒030-0861　青森市長島１丁目３番１号
　　　　　　日本赤十字社青森県支部　総務課　会員係　　　　　　℡ 017－722－2011
　　　　　　日本赤十字社青森県支部新郷村分区　担当課　住民課　℡ 0178－78－2111

　村営住宅では次のとおり入居者を募集します。
◇団地名（募集戸数）

▽大久保団地（３戸）　戸来字大久保96－１
◇家　　賃
　新郷村営住宅管理条例により算定した額
◇入居基準
　１．村内に住所を有すること
　２．村税等を滞納していないこと
　３．申込者及び同居人が反社会的勢力でないこと　など
●随時受付けています。
問い合わせ　役場建設課　℡ 78－2111

－ 村営住宅入居者募集 －

農業者年金で豊かな老後を！
■農業者の方なら広く加入できる
・農地を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。
・次の用件を満たす方ならどなたでも加入できます。

▶年間60日以上農業に従事する方
▶国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
▶60歳未満の方

・さらに年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳
未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

■保険料は自由に決められる
・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円単位

で自由に決められます。
・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直すこと

ができます。
■80歳までの保証が付いた終身年金
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合で

も、死亡した翌月から80歳までに受け取れるはず
であった農業者老齢年金を予定利率で割り戻した
額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

■税制面での優遇措置がある
・保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置を

受けられます。
■一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助がある
・農業者年金への加入要件に加え、次の要件を満た

せば受けられます。
▶39歳までに加入
▶農業所得が900万円以下
▶認定農業者で青色申告者等
※保険料は本人負担分と補助分あわせて月２万円（固定）です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　℡ 78－2111
Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｇｙｏ＠ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ｌｇ．ｊｐ

納税は期限内に！
　期限を過ぎて納付した場合や口座振替できなかっ
た場合は、納期限の翌日から延滞税がかかる場合が
ありますのでご注意ください。

○キャッシュレス納付
　納税の手続きは、非対面の振替納税、ダイレク
ト納付、スマホアプリ納付等が大変便利です。

○その他の納付手段
　ＱＲコードを利用したコンビニ納付、納付書に
よる金融機関の窓口納付等があります。
　納付書は、税務署窓口及び
申告書作成会場に備え付け
ております。
※キャッシュレス納付の場合

には、領収証書は発行さ
れませんのでご注意くだ
さい。

－ 奨学生募集のお知らせ －
　下記のとおり奨学金の貸与を行います。対象となる学校や金額は次のとおりです。

※全区分で国公私立を問いません。
※大学院・専修学校（一般課程）は奨学金貸付の対象外となります。
※学業が不良のとき、また法律を犯す行為だけでなく、倫理・道徳観念上、学生として不適切な行為があった

場合は、貸与額減額または貸与停止・廃止となる可能性があります。
貸 　 与 　 期 　 間　貸与希望校の正規の修業期間内
償 還 （ 返 済 ） 期 間　卒業の月の翌月の１年後から10年以内に月賦により全額償還（返済）※無利子
令和６年度奨学生募集期間　令和６年２月１日（木）～令和６年２月29日（木）
問い合わせ　新郷村教育委員会　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　　　　　　℡ 78－2111　℻ 78－3294

①大学、短期大学等
②高等専門学校（本科）第１学年～３学年まで
③高等専門学校（本科）第４学年～５学年まで
④高等専門学校（専攻科）第１学年～２学年まで
⑤高等学校、専修学校（高等課程）等
⑥専修学校（専門課程）等

36万円以内（３万円以内）
区　　　　分 最大貸年額（月額）

24万円以内（２万円以内）
36万円以内（３万円以内）
36万円以内（３万円以内）
24万円以内（２万円以内）
36万円以内（３万円以内）

令和５年分確定申告の納期限・振替日

お知らせ

税の種類 納期限 振替日

申告所得税及び
復興特別所得税

消費税及び地方消費税
（個人事業者）

贈与税

３/15（金）

４/１（月）

３/15（金）

４/23（火）

４/30（火）

詳細はホームページ
をご覧ください

文化活動やボランティア活動の団体もご加入できます
団体活動のための補償制度

小さな掛金 大きな補償 スポーツ安全保険

0570-087109（固定電話） 
03-5510-0033（携帯電話） 

照会先

スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！
スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！

しょうぼう情報
◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　各家庭においては、多くのスプレー缶が身近に
置いてあると思います。
　スプレー缶には、可燃性ガスが含まれており、
使用方法や保管方法、捨て方によっては大変危険で
す。実際に中毒、火災、爆発や死亡事故が発生して
います！
〇安全な使い方

１　使用するときは、風通しの良い場所、もしくは
必ず換気をする。

２　長時間の使用を避ける。
３　静電気の発生する場所や火のそばでの使用を避ける。
４　噴射物のガス、液化ガスを火気に近づけると

引火の恐れがあります。
５　使用方法、注意事項をよく確認する。
〇保管方法

１　容器は、立てて保管する。
２　子供の手が届かない場所に保管する。
３　温度差が激しい場所、直射日光が当たる場所、

高温、多湿の場所を避ける。
４　電化製品のような温度が上がりやすい場所も避ける。
５　ストーブ、ガスコンロ等、火気には絶対近づけない。
〇捨 て 方

　使い終わったスプレー缶は、必ず火気のない屋
外、風通しの良い場所で「シュー」という噴射音が
完全に消えるまでボタンを押し、残った中味やガス
を抜き、決められた方法で廃棄しましょう。

※ガス抜きは、スプレー缶によって異なります。缶に
表示されている「ガス抜きの注意事項と方法」をよ
く確認してください。また、缶に穴をあけると残っ
たガスが噴射する可能性がありますので、顔を近づ
けないようにしてください。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９
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八戸圏域連携中枢都市圏の形成に関する講演会
日　　　時　２月６日（火）午後３時～午後４時30分
場　　　所　南部町立町民ホール　楽楽ホール
　　　　　　（青森県三戸郡南部町大字下名久井字白山81）
テ　ー　マ　人口推計、外国人労働者政策等（予定）

※演題は、決まり次第、八戸市のホー
ムページにてお知らせします。

講　　　師　是川　夕氏
　　　　　　（国立社会保障・人口問題研究所　国際関係部長）
参　加　料　無料
申 込 方 法　八戸市ホームページ（終日）の申込みフォーム

より、１月30日（火）までにお申込みください。
問い合わせ　八戸市政策推進課　℡ 0178－43－9248（直通）

これかわ ゆう

令和６年度固定資産税に係る償却資産申告のお知らせ
　令和６年１月31日は、令和６年度償却資産申告の提出期限です。
償却資産を所有している事業者は、償却資産が所在する市町村に償却資産の申告をしなければなりません。申告
用紙は役場税務課窓口にありますので、必要な方は来庁くださるようお願いします。
　詳しくは、新郷村役場　税務課までご確認ください。　℡ 78－2111（内502）

赤十字活動にご支援をお願いします。
～救うを託されている。赤十字は、あなたとともに動きます。～

　日本赤十字社青森県支部は、災害・紛争などから命を守り、苦痛を軽減する活動をはじめ、平時は教育現場
や自治会などで防災・減災の講習会やボランティア活動などを展開しています。
　こうした活動は、毎年１月頃から自治会・町内会などの赤十字ボランティアが戸別訪問をさせていただき、
寄せられた会費や寄付金によって支えられています。
　本年も引き続き、住民の皆様のあたたかいご支援を心よりお願い申し上げます。
問い合わせ　〒030-0861　青森市長島１丁目３番１号
　　　　　　日本赤十字社青森県支部　総務課　会員係　　　　　　℡ 017－722－2011
　　　　　　日本赤十字社青森県支部新郷村分区　担当課　住民課　℡ 0178－78－2111

　村営住宅では次のとおり入居者を募集します。
◇団地名（募集戸数）

▽大久保団地（３戸）　戸来字大久保96－１
◇家　　賃
　新郷村営住宅管理条例により算定した額
◇入居基準
　１．村内に住所を有すること
　２．村税等を滞納していないこと
　３．申込者及び同居人が反社会的勢力でないこと　など
●随時受付けています。
問い合わせ　役場建設課　℡ 78－2111

－ 村営住宅入居者募集 －

農業者年金で豊かな老後を！
■農業者の方なら広く加入できる
・農地を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。
・次の用件を満たす方ならどなたでも加入できます。

▶年間60日以上農業に従事する方
▶国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
▶60歳未満の方

・さらに年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳
未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

■保険料は自由に決められる
・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円単位

で自由に決められます。
・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直すこと

ができます。
■80歳までの保証が付いた終身年金
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合で

も、死亡した翌月から80歳までに受け取れるはず
であった農業者老齢年金を予定利率で割り戻した
額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

■税制面での優遇措置がある
・保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置を

受けられます。
■一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助がある
・農業者年金への加入要件に加え、次の要件を満た

せば受けられます。
▶39歳までに加入
▶農業所得が900万円以下
▶認定農業者で青色申告者等
※保険料は本人負担分と補助分あわせて月２万円（固定）です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　℡ 78－2111
Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｇｙｏ＠ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ｌｇ．ｊｐ

納税は期限内に！
　期限を過ぎて納付した場合や口座振替できなかっ
た場合は、納期限の翌日から延滞税がかかる場合が
ありますのでご注意ください。

○キャッシュレス納付
　納税の手続きは、非対面の振替納税、ダイレク
ト納付、スマホアプリ納付等が大変便利です。

○その他の納付手段
　ＱＲコードを利用したコンビニ納付、納付書に
よる金融機関の窓口納付等があります。
　納付書は、税務署窓口及び
申告書作成会場に備え付け
ております。
※キャッシュレス納付の場合

には、領収証書は発行さ
れませんのでご注意くだ
さい。

－ 奨学生募集のお知らせ －
　下記のとおり奨学金の貸与を行います。対象となる学校や金額は次のとおりです。

※全区分で国公私立を問いません。
※大学院・専修学校（一般課程）は奨学金貸付の対象外となります。
※学業が不良のとき、また法律を犯す行為だけでなく、倫理・道徳観念上、学生として不適切な行為があった

場合は、貸与額減額または貸与停止・廃止となる可能性があります。
貸 　 与 　 期 　 間　貸与希望校の正規の修業期間内
償 還 （ 返 済 ） 期 間　卒業の月の翌月の１年後から10年以内に月賦により全額償還（返済）※無利子
令和６年度奨学生募集期間　令和６年２月１日（木）～令和６年２月29日（木）
問い合わせ　新郷村教育委員会　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　　　　　　℡ 78－2111　℻ 78－3294

①大学、短期大学等
②高等専門学校（本科）第１学年～３学年まで
③高等専門学校（本科）第４学年～５学年まで
④高等専門学校（専攻科）第１学年～２学年まで
⑤高等学校、専修学校（高等課程）等
⑥専修学校（専門課程）等

36万円以内（３万円以内）
区　　　　分 最大貸年額（月額）

24万円以内（２万円以内）
36万円以内（３万円以内）
36万円以内（３万円以内）
24万円以内（２万円以内）
36万円以内（３万円以内）

令和５年分確定申告の納期限・振替日

お知らせ

税の種類 納期限 振替日

申告所得税及び
復興特別所得税

消費税及び地方消費税
（個人事業者）

贈与税

３/15（金）

４/１（月）

３/15（金）

４/23（火）

４/30（火）

詳細はホームページ
をご覧ください

文化活動やボランティア活動の団体もご加入できます
団体活動のための補償制度

小さな掛金 大きな補償 スポーツ安全保険

0570-087109（固定電話） 
03-5510-0033（携帯電話） 

照会先

スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！
スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！

しょうぼう情報
◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　各家庭においては、多くのスプレー缶が身近に
置いてあると思います。
　スプレー缶には、可燃性ガスが含まれており、
使用方法や保管方法、捨て方によっては大変危険で
す。実際に中毒、火災、爆発や死亡事故が発生して
います！
〇安全な使い方

１　使用するときは、風通しの良い場所、もしくは
必ず換気をする。

２　長時間の使用を避ける。
３　静電気の発生する場所や火のそばでの使用を避ける。
４　噴射物のガス、液化ガスを火気に近づけると

引火の恐れがあります。
５　使用方法、注意事項をよく確認する。

〇保管方法
１　容器は、立てて保管する。
２　子供の手が届かない場所に保管する。
３　温度差が激しい場所、直射日光が当たる場所、

高温、多湿の場所を避ける。
４　電化製品のような温度が上がりやすい場所も避ける。
５　ストーブ、ガスコンロ等、火気には絶対近づけない。

〇捨 て 方
　使い終わったスプレー缶は、必ず火気のない屋
外、風通しの良い場所で「シュー」という噴射音が
完全に消えるまでボタンを押し、残った中味やガス
を抜き、決められた方法で廃棄しましょう。

※ガス抜きは、スプレー缶によって異なります。缶に
表示されている「ガス抜きの注意事項と方法」をよ
く確認してください。また、缶に穴をあけると残っ
たガスが噴射する可能性がありますので、顔を近づ
けないようにしてください。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９
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　下記日程により、所得税・住民税申告納税相談を実施しますので、該当する方は申告してください。
　また、可能な限りｅ－ＴＡＸを利用した電子申告や税務署への郵送申告をお願いします。
　なお、青色申告をしている方・税務署に確定申告をする方・給与所得のみで年末調整が済んでいる方等は申告
を行う必要はありませんが、収入が無い場合（大学生等）でも、所得証明書、非課税証明書等が必要な場合には
申告をする必要があります。
※申告の際には、申告をする方のマイナンバーカード又は、通知カードおよび身元確認書類（運転免許証・医療

保険証など）が必要となりますので、忘れずにご持参ください。
詳しくは税務課まで、お問い合わせください。
問い合わせ　役場税務課　℡ 78－2111（内502）

　場　 所　 山村開発センター１階中会議室
　期　 間　 令和６年２月13日（火）～３月15日（金）
　時　 間　 ８時30分～16時（12時～13時も受け付けます。）
　　　　　  ※３月13日（水）～３月15日（金）は８時30分～18時
　　　　　  ※消費税の申告については、４月１日（月）まで受け付けます。

「令和５年分所得税」・「令和６年度住民税」
申告相談日程

〈日程表〉

税務署から確定申告用の封筒・はがきが届いている場合は、必ず持参してください。

第４回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
運動は高血圧予防・改善への近道

　高血圧を予防・改善するためには、食生活の改善だけでなく、運動
不足の解消が大きなポイントになります。
　普段の食事から得られるエネルギーが、消費されるエネルギーを上回
ると、その余剰分が脂肪となって蓄積し高血圧につながるからです。
　高血圧予防・改善の中でも特に効果的なのはウォーキングを代表と
する「軽めの有酸素運動」を継続することです。
運動をすると一時的に血圧が上がりますが、毎日適度な運動を続ける
と、血管が広がり交感神経の緊張が緩和されるので、高血圧が改善さ
れていきます。
　「正しい姿勢でいつもより1000歩（10分程度）」を心掛け、普段から運動
する習慣を身につけましょう！
　また、運動の時間がとれない方は、「テレビを見ながらストレッチ」「歯磨
きしながら片脚立ち」などの「ながら運動」をして、運動不足を解消
しましょう！

役場住民課　℡ 78－2111

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為
によって負傷され、被保険者証を使って治療を受け
たときは、必ず役場住民課へ届出してください。ま
た、自損事故の場合や、業務中の事故で労災が適用
されない場合にも届出が必要です。
　詳細については、役場住民課または青森県後期
高齢者医療広域連合（℡ 017－721－3821）までお問い合わ
せください。

確定申告は「マイナカード」と「スマホ」で自宅から

　家畜を飼っているすべての方は、家畜の伝染性
疾病の発生予防やまん延を防止することを目的とし
た「家畜伝染病予防法」により、年一回、その飼育状況
を報告することが法律で義務付けられています。
　令和６年２月１日現在の状況について、報告書を
作成し提出してください。

○対象家畜…牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、
いのしし、鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ
等を含む）、あひる、うずら、きじ、
だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥
なお、愛玩用（ペット）として少数を飼育
する場合であっても報告が必要です。

○報告様式…八戸家畜保健衛生所または役場農林課
窓口で配布（八戸家畜保健衛生所ウェブ
サイトからダウンロード可）

○提出期日…令和６年２月29日（木）まで

○提出方法…郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参

○提 出 先…八戸家畜保健衛生所、三八地域県民局
地域農林水産部畜産課または役場農林課
窓口

問い合わせ　八戸家畜保健衛生所
℡ 0178－27－7415　℻ 0178－27－7418
役場農林課
℡ 78－2111　℻ 78－2118

家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を
飼育している皆さまへ

　マイナンバーカードを利用し、マイナポータルから
申告に必要な各種証明書等のデータを一括取得し、
確定申告書の該当項目へ自動入力できます（マイナ
ポータル連携）。控除証明書等の集計や１件ずつ入
力する手間が省けて大変便利です。
　マイナポータル連携をご利用いただくためには、
マイナポータルの利用者登録やマイナポータルと
ｅ－Ｔａｘを連携するなどの事前準備が必要です。
　事前準備が完了したら、国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」からマイナンバーカード
を使ってマイナポータル連携を利用して確定申告書
を作成できます。

問い合わせ
　八戸税務署個人課税第一部門
　℡ 43－0141（音声案内２番）

確定申告書等
作成コーナーはこちらから

▼

午　後
中通り・舘向・大欠平
中野平・丹内沢・松木田

田 中 ・ 沢 口
下 　 栃 　 棚
羽 　 井 　 内
上 　 栃 　 棚
鹿 　 　 　 田
扇 　 ノ 　 沢
川代・女ヶ崎
滝 　 　 　 沢
田茂代・水沢

平

崩・大谷地
西 越 田 中
堂　ケ　前
西　　　越

受付常会名
午　前

新町・金ケ沢東・下通り
館神・大久保
中 　 　 　 里
長 　 　 　 峰
小 　 　 　 坂
上 　 栃 　 棚
鹿 　 　 　 田
扇 　 ノ 　 沢
川 　 　 　 代
荒 巻 ・ 長 崎
大畑・樺ノ木

間明田・釜坂・浮口

郡 　 　 　 司
横 　 　 　 沢
中 　 　 　 崎
西 　 　 　 越

地区問わず相談受付（18時まで）

地区問わず相談受付
地区問わず相談受付

地区問わず相談受付

地区問わず相談受付（18時まで）
地区問わず相談受付（18時まで）

２月

月日

３月

火
水
木
金
月
火
水
木
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

13日
14日
15日
16日
19日
20日
21日
22日
26日
27日
28日
29日
１日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

作成コーナー
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　下記日程により、所得税・住民税申告納税相談を実施しますので、該当する方は申告してください。
　また、可能な限りｅ－ＴＡＸを利用した電子申告や税務署への郵送申告をお願いします。
　なお、青色申告をしている方・税務署に確定申告をする方・給与所得のみで年末調整が済んでいる方等は申告
を行う必要はありませんが、収入が無い場合（大学生等）でも、所得証明書、非課税証明書等が必要な場合には
申告をする必要があります。
※申告の際には、申告をする方のマイナンバーカード又は、通知カードおよび身元確認書類（運転免許証・医療

保険証など）が必要となりますので、忘れずにご持参ください。
詳しくは税務課まで、お問い合わせください。
問い合わせ　役場税務課　℡ 78－2111（内502）

　場　 所　 山村開発センター１階中会議室
　期　 間　 令和６年２月13日（火）～３月15日（金）
　時　 間　 ８時30分～16時（12時～13時も受け付けます。）
　　　　　  ※３月13日（水）～３月15日（金）は８時30分～18時
　　　　　  ※消費税の申告については、４月１日（月）まで受け付けます。

「令和５年分所得税」・「令和６年度住民税」
申告相談日程

〈日程表〉

税務署から確定申告用の封筒・はがきが届いている場合は、必ず持参してください。

第４回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
運動は高血圧予防・改善への近道

　高血圧を予防・改善するためには、食生活の改善だけでなく、運動
不足の解消が大きなポイントになります。
　普段の食事から得られるエネルギーが、消費されるエネルギーを上回
ると、その余剰分が脂肪となって蓄積し高血圧につながるからです。
　高血圧予防・改善の中でも特に効果的なのはウォーキングを代表と
する「軽めの有酸素運動」を継続することです。
運動をすると一時的に血圧が上がりますが、毎日適度な運動を続ける
と、血管が広がり交感神経の緊張が緩和されるので、高血圧が改善さ
れていきます。
　「正しい姿勢でいつもより1000歩（10分程度）」を心掛け、普段から運動
する習慣を身につけましょう！
　また、運動の時間がとれない方は、「テレビを見ながらストレッチ」「歯磨
きしながら片脚立ち」などの「ながら運動」をして、運動不足を解消
しましょう！

役場住民課　℡ 78－2111

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１．交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為
によって負傷され、被保険者証を使って治療を受け
たときは、必ず役場住民課へ届出してください。ま
た、自損事故の場合や、業務中の事故で労災が適用
されない場合にも届出が必要です。
　詳細については、役場住民課または青森県後期
高齢者医療広域連合（℡ 017－721－3821）までお問い合わ
せください。

確定申告は「マイナカード」と「スマホ」で自宅から

　家畜を飼っているすべての方は、家畜の伝染性
疾病の発生予防やまん延を防止することを目的とし
た「家畜伝染病予防法」により、年一回、その飼育状況
を報告することが法律で義務付けられています。
　令和６年２月１日現在の状況について、報告書を
作成し提出してください。

○対象家畜…牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、
いのしし、鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ
等を含む）、あひる、うずら、きじ、
だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥
なお、愛玩用（ペット）として少数を飼育
する場合であっても報告が必要です。

○報告様式…八戸家畜保健衛生所または役場農林課
窓口で配布（八戸家畜保健衛生所ウェブ
サイトからダウンロード可）

○提出期日…令和６年２月29日（木）まで

○提出方法…郵送、ＦＡＸ、電子メールまたは持参

○提 出 先…八戸家畜保健衛生所、三八地域県民局
地域農林水産部畜産課または役場農林課
窓口

問い合わせ　八戸家畜保健衛生所
℡ 0178－27－7415　℻ 0178－27－7418
役場農林課
℡ 78－2111　℻ 78－2118

家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を
飼育している皆さまへ

　マイナンバーカードを利用し、マイナポータルから
申告に必要な各種証明書等のデータを一括取得し、
確定申告書の該当項目へ自動入力できます（マイナ
ポータル連携）。控除証明書等の集計や１件ずつ入
力する手間が省けて大変便利です。
　マイナポータル連携をご利用いただくためには、
マイナポータルの利用者登録やマイナポータルと
ｅ－Ｔａｘを連携するなどの事前準備が必要です。
　事前準備が完了したら、国税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」からマイナンバーカード
を使ってマイナポータル連携を利用して確定申告書
を作成できます。

問い合わせ
　八戸税務署個人課税第一部門
　℡ 43－0141（音声案内２番）

確定申告書等
作成コーナーはこちらから
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中野平・丹内沢・松木田

田 中 ・ 沢 口
下 　 栃 　 棚
羽 　 井 　 内
上 　 栃 　 棚
鹿 　 　 　 田
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11月

各種相談

てんとう虫大好き♥
まーるい所が好きなんだよね！！

岩　本　遥　叶さん（もも組）
いわ もと とはる なが ゆうの し

お家でお姉ちゃん達とドラえ
もんの絵描き歌をやったよ！！
おもしろかったよ！！

長　野　優　志さん（もも組）

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園357

２月
男　1,056人（－４人）
女　1,073人（－４人）
計　2,129人（－８人）
世帯数886世帯（±０世帯）
（令和５年12月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

14

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

今月の話題 新郷村消防団出初式　Ｐ２

・交通安全祈願祭 …………………………………………… Ｐ３
・新郷村議会だより ………………………………………… Ｐ６－９
・家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を飼育している皆さまへ … Ｐ12
・「令和５年分所得税」・「令和６年度住民税」申告相談日程 … Ｐ13

月 火 水 木 金 土日

新郷診療所
診療時間変更のお知らせ
～２月29日（木）の診療は16時までです。

１

新郷村消防団出初式
撮影場所：役場前

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時

（山村開発センター）
人権相談所
２月２日　午前９時～正午

（山村開発センター）
障がい者出張相談
２月14日　※予約制
ＴＥＬ 61－7555

（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2024年
きさらぎ
February

食品トレイや紙パックなどはスーパー等のリサイクル回収BOXもご活用ください。
ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。

温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

如月

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2024年
令和６年

No.334

全国から年賀状が届きました！

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

4

21 3

765 98 10

12 13 14 1615 17

18
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　新郷村の観光キャラクター「新くん」と
「郷ちゃん」宛の年賀状が届きました。

年賀状には、新くんと郷ちゃんのイラストとともに応援のメッセージ
が書かれていました。
　たくさんの年賀状ありがとうございました！


